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す
る
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
健
や
か
な
暮
ら
し
と
地

域
経
済
を
守
り
、
確
か
な
未
来
の
実
現
に

向
け
「
歌
志
内
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」
及
び
「
第
２
期
歌
志
内
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た

目
標
を
達
成
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
 寅
 年
で
す
。
寅
に
は
「
失
敗
を

と
ら

恐
れ
る
こ
と
な
く
成
果
に
つ
な
げ
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
幸
せ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
さ
ま

方
と
と
も
に
、
何
事
に
も
恐
れ
る
こ
と
な

く
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

 慶
 び
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
ろ
こ
　

　
さ
て
、
社
会
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を

及
ぼ
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
国

内
の
感
染
者
数
が
昨
秋
か
ら
減
少
に
転
じ
、

市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
、
医

療
福
祉
に
携
わ
る
か
た
が
た
の
並
々
な
ら

ぬ
努
力
が
実
り
よ
う
や
く
事
態
が
落
ち
着

く
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
暮
れ
よ

り
新
た
な
変
異
株
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
と
な
り
、
今
し
ば
ら
く
感
染
対
策
を

講
じ
な
が
ら
の
生
活
が
続
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
対

策
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
が
話
題
に

挙
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
昨
年
４
月
に
義
務
教
育
学
校

で
あ
る「
歌
志
内
学
園
」を
開
校
、
９
年
間

の
学
び
の
中
で
豊
か
な
創
造
力
を
養
い
持

続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
児
童
生

徒
を
育
む
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
歌
志
内

の
子
ど
も
た
ち
が
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
学
び
 舎
 で
急
速
に
変
化
す
る
時
代
を
力

や

強
く
生
き
抜
く
力
を
育
み
、
大
き
く
成
長

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
市
政
に
臨
む

に
あ
た
っ
て
の
信
条
と
し
て
「
市
民
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
」、「
住
み
た
い
ま
ち
、
次

世
代
に
誇
れ
る
ま
ち
の
実
現
」
を
目
指
し
、

７
つ
の
政
策
「
健
幸
寿
命
の
延
伸
」、「
地

場
産
業
の
持
続
と
発
展
」、「
人
づ
く
り
へ

の
投
資
」、「
マ
チ
を
集
約
し
た
機
能
的
な

ま
ち
づ
く
り
」、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
」、「
人
が
 魅
 か
ひ

れ
る
ま
ち
」、「
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

の
推
進
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
健
幸
寿
命
の
延
伸
を
目
指

し
、
職
員
と
し
て
介
護
予
防
の
専
門
職
で

あ
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
て
地

域
包
括
支
援
の
充
実
を
図
っ
た
ほ
か
、
地

元
企
業
へ
の
支
援
と
し
て
市
独
自
に
「
企

業
の
笑
顔
応
援
補
助
金
」、「
創
業
支
援
補

助
金
」
な
ど
の
制
度
を
創
設
、
設
備
更
新

や
備
品
整
備
を
必
要
と
す
る
多
く
の
市
内

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
人
づ
く
り
へ
の
投
資
で
は
、

主
に
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
て
児
童
生
徒
の
給
食
費
無
料
化

や
子
育
て
用
品
レ
ン
タ
ル
費
用
助
成
、
市

営
住
宅
の
子
育
て
世
代
の
収
入
基
準
緩
和

な
ど
を
実
施
し
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
市
営
住
宅
の
地
区
内
移
転

事
業
を
継
続
、
安
全
安
心
の
実
現
の
た
め

北
海
道
と
連
携
し
な
が
ら
治
山
事
業
や
河

川
の
環
境
整
備
な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、
関

係
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
交
通
安
全
・
防
犯
運

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歌
志
内
学
園
が
開
校
し
て
は
じ

め
て
と
な
っ
た
「
児
童
と
語
る
会
」
を
２

年
ぶ
り
に
開
催
し
、「
歌
志
内
に
人
を
呼

ぶ
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
ア
イ
デ
ア

や
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
歌
志
内
の
将
来
の
あ
る
べ
き

姿
や
夢
、
そ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
方

法
な
ど
を
自
由
に
語
り
合
う
場
と
し
て
昨

年
設
置
し
た
「
歌
志
内
／
夢
・
ま
ち
未
来

会
議
」
で
は
、
人
口
減
少
対
策
や
子
育
て

支
援
、
産
業
開
発
、
観
光
振
興
な
ど
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
な
ど
で
国
民
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
中
、
都
市
か

ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
踏
ま
え
た
新
た

な
視
点
で
の
取
り
組
み
も
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ
め
と

 

歌
志
内
市
長
　

 柴
 

し
ば

 田
  一
  孔
 

た
 
か
ず
 
の
り

市長・議長 年頭ののごあいさつ



33 令和4年1月号

市長・ 議長長 年頭 のごあいさつ

 歌
志
内
市
議
会
議
長
　

 川
 

か
わ

 野
  敏
  夫
 

の
 
と
し
 
お

心
と
し
た
日
常
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
希
望
す
る
皆
さ
ん

の
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
済
み
、
３

回
目
の
接
種
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
、
飲
み
薬
等
の
治
療

薬
の
開
発
が
進
み
、
た
だ
の
か
ぜ
の
よ
う

な
症
状
で
簡
単
に
回
復
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
私
ど
も
の

先
輩
議
員
、 谷
  秀
  紀
 氏
が
、
長
年
、
病
と

た
に
 ひ
で
 の
り

闘
い
な
が
ら
の
議
員
活
動
で
、
何
度
か
本

会
議
、
委
員
会
に
て
、
つ
ら
そ
う
に
見
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
６
月
の
定
例

議
会
を
務
め
た
後
、
７
月
　
日
に
逝
去
さ

３１

れ
ま
し
た
。

　
長
年
、
議
員
と
し
て
要
職
を
務
め
、
中

で
も
、
議
員
会
会
長
と
し
て
、
後
輩
議
員

の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
、
政
策
研
究
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、

遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
市
勢
の
発
展
に
努
め

る
こ
と
を
約
束
し
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
Ｍ
・
か
も
い
岳
（
株
）

に
よ
り
営
業
が
再
開
さ
れ
た
か
も
い
岳
ス

キ
ー
場
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
当
初
の
予
定

か
ら
は
少
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
昨
シ
ー
ズ

ン
同
様
の
規
模
で
運
営
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
、
か
も
い
岳
に
に
ぎ
わ
い
が
戻
る
こ
と

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
あ
ふ
れ
る

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

 慶
 び
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
ろ
こ

　
年
頭
に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
て

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
一
昨
年
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
 翻
  弄
 さ
れ
続
け
、
数
々
の

ほ
ん
 ろ
う

行
事
、
イ
ベ
ン
ト
が
延
期
、
縮
小
、
中
止

を
や
む
な
く
さ
れ
、
多
く
の
か
た
が
た
が

大
変
悲
し
く
、
残
念
な
思
い
を
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
の
情
報
交
換
の
場
で
あ
る
議
会

報
告
会
が
、
２
年
間
開
催
で
き
て
い
な
い

こ
と
を
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
未
だ

に
衰
え
る
こ
と
な
く
次
々
と
変
異
を
重
ね

猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
人
々
は
マ
ス
ク
、

手
洗
い
、
三
密
を
防
ぐ
コ
ロ
ナ
対
策
を
中

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
月
の
広
報
に
「
歌
志
内
学
園
児
童
と

１２
市
長
が
語
る
会
」
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
、

か
も
い
岳
、
雲
海
、
森
、
大
自
然
の
家
、

カ
フ
ェ
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
等
、
児
童
は
か

も
い
岳
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
非

常
に
関
心
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
温
泉
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
の
営
業
に

は
、
ま
だ
時
間
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
児
童
の
発
想
と
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

駆
使
し
た
夏
季
の
利
用
構
想
も
順
次
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
歌
志
内
の
道
路
を
街
路
樹
や

花
で
飾
っ
た
り
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
り
、

廃
校
の
再
利
用
の
ア
イ
デ
ィ
ア
等
、
自
分

た
ち
が
考
え
た
「
歌
志
内
に
人
を
呼
ぶ
方

法
」
が
、
将
来
実
現
し
た
な
ら
、
ま
す
ま

す
歌
志
内
が
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
行
政
と
し
て
も
、
多
い
に

参
考
に
し
て
実
現
に
向
け
た
検
討
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
に
開
校
さ
れ
た
義
務

教
育
学
校「
歌
志
内
学
園
」で
は
、
学
年
を
、

「
４
・
３
・
２
」
に
分
け
て
指
導
し
、
教

科
担
任
制
の
導
入
に
よ
り
、
前
向
き
な
授

業
に
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
が
、
義
務
教
育
学
校
の
メ
リ
ッ
ト

が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
、
次
代
を
担
う
人

材
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
現
在
、「
児
童
セ
ン
タ
ー
等
一
元
化
施
設
建

設
基
本
構
想
」を
踏
ま
え
、文
教
地
区
整
備

基
本
計
画
策
定
委
員
会
に
お
い
て
、「
歌

志
内
学
園
」
と
同
じ
敷
地
内
へ
の
建
設
に

向
け
、
児
童
セ
ン
タ
ー
等
一
元
化
施
設
の

基
本
計
画
が
協
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
「
あ
お
ぞ
ら
」
も
含
め
児

童
、
生
徒
が
一
貫
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
施
設
、
子
育
て
世
代
、
高
齢
者
が
集

え
る
施
設
の
建
設
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

課
題
に
対
し
て
は
、
現
有
７
人
の
総
意
を

も
っ
て
 是
  々
  非
  々
 の
対
応
を
し
、
今
後
も

ぜ
 

ぜ
 

ひ
 

ひ

行
政
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
両
輪
と
な
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
議
会
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　歌志内学園から５年生を代表して４人の皆さ
んがお話しを聞かせてくれました。
　将来やりこいことは「車の免許を取りたい」
と答えてくれた車好きの竜星くん。「６年生にな
ったら勉強が難しくなっていくので、家庭学習
を頑張りたい」と抱負を話してくれました。
　「昨年は１日が終わるのが早い年でした」と答
えてくれた華凜さんは、充実した毎日を送って
いるようです。将来は「ゲームの実況、歌手、
スターバックスの店員などやってみたいことが
たくさんあります」と将来について話してくれ
ました。
　コマーシャルソングのものまねが特技という
那大くんは、滝川のサッカーチームに所属して
おり、ポジションはゴールキーパー。そんな那

大くんの今年の目標は「キーパーとして無失点
を目指したいです」と熱い決意を語ってくれま
した。
　「将来は、お父さんと同じ仕事がしたいので、
重機の運転手になりたい」と答えてくれた仁く
ん。今年は「苦手な国語を克服するため勉強を
頑張りたい。スポーツでは、バスケットがうま
くなれるよう練習していきたい」と話してくれ
ました。
　４人が口をそろえて楽しみにしていると答え
たのは６年生になってからの研修旅行。バスに
乗っておしゃべりしたり、食事をしたり。何気
ないことも、クラスのみんなで行動することが
楽しみだと話してくれました。
　良い年になるよう、がんばってください！

諮
左
か
ら
、 宗
  片
  竜
  星
 く
ん
、 酒
  井
  華
  凛
 さ
ん

む
ね
 か
た
 り
ゅ
う
 せ
い
 

さ
か
 
い
 
か
 
り
ん

、 吉
  田
  那
  大
 

よ
し
 
だ
 
な
 
お

く
ん
、 沢
  田
  仁
 く
ん
（
平
成
　
年
生
）

さ
わ
 
だ
 
じ
ん

２２

　あけましておめでとうございます。
　令和４年の干支「寅」年生まれの皆さんにご登場
いただき、新しい年の抱負などを伺いました。
　今年も健康に気をつけて、笑顔あふれる一年にし
ましょう！

今年の干支は寅
とら
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　養護老人ホーム「楽生園」から、渡部さんと
藤田さんにお話しを伺いました。
　コロナ禍の影響で、楽生園も面会や外出がで
きない状況が続いており、お二人とも部屋にこ
もってテレビを観ることが多かったとのこと。
　渡部さんに普段の楽しみを伺うと「時代劇や
歌番組を観るのが楽しみ」と話してくれました。
　藤田さんは、「新聞を読んだり、ニュースを観
るのが日課。明るい話題はいいけど、殺人など
の凶悪事件が出る度にテレビを消してしまう。
今年は明るい話題が多い年になってほしい」と
語ってくれました。
　今年はどんな年にしたいですか？と問いかけ
にお二人とも「早くコロナが収まって、面会でき
るようになってほしい」と答えてくれました。

　歌神にお住まいの高山千鶴さんにお話を伺い
ました。
　「コロナ禍のため、家族で旅行に行くことが
できず残念な年でした」と話す高山さんは２児
のお母さん。２人のお子さんの教育や育児に没
頭するあまり、ご自分の趣味はないとのこと。
「まだ決まっていませんが、今年は何か趣味を
見つけたいと思っています」と高山さん。
　今年はどんな年にしたいですか？と聞くと
「子どもたちが健康に過ごすことが一番。すく
すくと成長する姿を見守っていきたいです。コ
ロナ禍の影響で行動が制限されていますが、早
く収まってくれることを願っています。今年こ
そは家族で旅行に行きたいです」とお話してく
れました。

　歌志内学園に勤務している菅原さんに昨年を
振り返っていただきました。
　「歌志内が教職員生活の最初の勤務地となり
ました。初めてのことばかりでうまくいかない
ことが多かったのですが、子どもたちが声をか
けてくれたおかげで前向きに過ごせるようにな
りました。子どもたちの素直な発想力や考えに
学ぶことが多かったです」と話す菅原さんは学
園内でも子どもたちに大人気の先生です。
　今年はどんな年にしたいですか？との質問
に 「自分のペースであせらずに頑張っていきた
いです。コロナが落ち着いたら、オーストリア
にいる友人のところへ遊びに行きたいです」と
話してくれました。

▲ 菅 
すが

 原 
わら

 奈 
な

 々 さん（平成10年生）
な

▲ 高 
たか

 山 
やま

 千 
ち

 鶴 さん（昭和61年生）
づる

▲左から 渡 
わた

 部 
べ

 良 
りょう

 一 さん、
いち

 藤  田  富  士  子 さん（とも
ふじ た ふ じ こ

に昭和13年生）
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高齢者世帯等を対象に
福祉灯油代助成券を交付します

　市では、前年と比べ暖房用灯油価格が高騰していることから、令和４年１月１日以降、引き続き市内に居住
し、市民税非課税の高齢者世帯等に対し在宅福祉の向上を図るため、暖房用灯油代の一部を助成します。
　該当すると思われる世帯は、本紙の折り込みチラシ（申請書）及び必要書類等を持参し、各地域特設会場
または市役所保健福祉課にて手続き願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜福祉事業グループ　市役所２階 緯42－3213＞

※指定の受付日に申請できない場合は、市役所２階保健福祉課窓口で１月24日から３月18日までの間、随時
受け付けます。

　令和４年１月１日現在、市内に住所を有する方で、令和３年度市民税が非課税であり、次のいずれかに該当
する在宅世帯です。
・高齢者世帯
　全員が65歳以上（昭和32年１月１日以前に生まれた方）の世帯
・重度身体障がい者世帯
　身体障害者手帳１級または２級、療育手帳Ａ判定、精神障害者保健福祉手帳１級の
　交付を受けている方がいる世帯
・ひとり親世帯
　18歳以下（平成15年４月２日以降に生まれた方）の児童を扶養しているひとり親世帯

●対象となる世帯

●対象とならない世帯

・生活保護を受給している世帯
・病院や社会福祉施設等に長期入院・入所している方
・高齢者世帯で、子などの親族が別世帯であっても同居している世帯

対　象　地　区交　付　場　所交  付  時  間交 付 日
上歌上歌ストックヤード11:00～10:00

1月19日（水） 東光東光地区集会所15:00～13:30
本町うたみん17:00～15:30
歌神歌神地区集会所11:30～10:00

1月20日（木） 神威老人福祉センター15:00～13:30
中村道の駅17:00～15:30
文珠第一、文珠第二

社会福祉協議会
11:30～10:00

1月21日（金） 新泉町、しらかば団地15:00～13:30
文珠第三文珠第三町内会館16:30～15:30
全地区市役所２階　保健福祉課窓口17:15～   8:301月24日以降

●申請日時等

　転入された方の令和３年１月１日現在に居住していた市町村が発行する非課税証明書が必要となります。
●世帯員に令和３年１月２日以降本市へ転入された方がいる場合

　申請書、印鑑、本人が確認できるもの（免許証、健康保険証など）、重度心身障がい者世帯（身体１・２級、
療育Ａ判定、精神１級）の場合は該当する手帳、委任状（申請者が同居の親族以外の場合）

●持参するもの

　１世帯あたり１万円の助成券１枚（申請日から令和４年３月31日まで有効）を交付します。
●助成内容
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●フロー図

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
☎
4
2-

3
2
5
5

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

屋
根
か
ら
の

　
　
落
雪
等
に
ご
注
意
！

　
例
年
、
道
内
で
は
屋
根
な
ど
高

所
か
ら
の
落
雪
に
よ
り
、
ガ
ス
や

灯
油
の
配
管
が
外
れ
た
り
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
の
給
排
気
筒
が
潰
れ
、

不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す
な
ど
の
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
Ｆ
Ｆ
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
使
用

中
に
火
が
突
然
消
え
た
り
、
異

音
や
異
臭
が
す
る
場
合
、
給
排

気
筒
や
ス
ト
ー
ブ
本
体
の
不
具

合
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
す
ぐ

に
使
用
を
止
め
、
窓
を
開
け
て

換
気
し
、
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

・
軒
下
に
灯
油
タ
ン
ク
や
ガ
ス
ボ

ン
ベ
が
あ
る
場
合
、
落
雪
が
原

因
で
配
管
に
亀
裂
や
緩
み
が
生

じ
燃
料
が
漏
れ
る
危
険
が
あ
る

た
め
、
雪
下
ろ
し
の
際
は
安
全

な
場
所
に
下
ろ
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
落
雪
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３

℃
か
ら
プ
ラ
ス
３
℃
の
と
き
に

発
生
し
や
す
い
の
で
、
雪
下
ろ

し
作
業
を
行
う
と
き
は
気
温
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
注
意
し
、
隣
近

所
に
声
を
か
け
た
り
、
２
人
以

上
で
ロ
ー
プ
等
で
体
を
固
定
す

る
な
ど
安
全
措
置
を
し
て
か
ら

行
い
ま
し
ょ
う
。

・
落
雪
時
は
灯
油
や
ガ
ス
配
管
、

給
排
気
筒
の
状
態
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
灯
油
の
量
を
確
認
し
、

減
り
が
早
い
場
合
は
、
漏
れ
て

い
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ

に
タ
ン
ク
と
配
管
を
点
検
し
ま

し
ょ
う
。
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令
和
３
年
秋
の
叙
勲
が
　
月
３

１１

日
に
発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
、

元
歌
志
内
市
長
の
村
上
隆
興
さ
ん

（
　
歳
・
本
町
）
が
旭
日
双
光
章

７５
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
上
さ
ん
は
、
平
成
　
年
に
歌

２４

志
内
市
長
と
し
て
当
選
以
来
、
２

期
８
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

「
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
信
条
に
、
豊
富
な
経
験
で
培
っ

た
行
政
手
腕
を
発
揮
し
、
産
業
の

振
興
や
社
会
福
祉
、
教
育
文
化
の

充
実
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
諸
課
題

が
山
積
す
る
中
で
、
市
民
と
共
に

支
え
合
う
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
よ
う
事
業
の
選
択

と
集
中
を
徹
底
し
、
事
業
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
各
種
計
画
の
見
直

し
と
成
果
を
重
視
し
た
施
策
の
推

進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
６
日
に
市
役
所
で
伝
達
式

１２
が
行
わ
れ
、
柴
田
市
長
か
ら
旭
日

双
光
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

 村
 

む
ら

 上
  隆
  興
 　
に
旭
日
双
光
章

か
み
 
た
か
 
お
き

令
和
３
年
秋
の
叙
勲

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

▲柴田市長（右）と川野議長（左）から祝福を受ける
村上隆興さん（中央）

さ
ん

　
村
上
さ
ん
は
「
市

に
い
く
ら
か
で
も
貢

献
で
き
た
こ
と
を
評

価
し
て
い
た
だ
け
た

の
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま

や
職
員
に
支
え
ら
れ
、

こ
の
章
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
も
の

と
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
受
章
の
喜
び
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
中
学
生
が
人
権
問

題
に
つ
い
て
作
文
を
書
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
、

必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
豊
か
な
人
権
感
覚
を

身
に
つ
け
る
こ
と
、
及
び
入
賞
作

品
を
国
民
に
周
知
広
報
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
広
く
一
般
に
人
権
尊

重
思
想
を
根
付
か
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
「
第
　
回
全
国
中
学
生

４０

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
札
幌
法
務
局
滝
川
支
局
管
内
に

お
い
て
、　
校
か
ら
４
５
３
編
の

１４

作
品
応
募
が
あ
り
、
本
年
度
入
賞

さ
れ
た
生
徒
の
お
名
前
と
学
年
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
札
幌
地
方
大
会
奨
励
賞
及
び
滝

　
川
地
区
大
会
支
局
長
賞

　
歌
志
内
学
園
９
年
　
 佐
  藤
  悠
  真
 

さ
 
と
う
 ゆ
う
 し
ん

　
さ
ん

　「
人
権
っ
て
あ
る
の
か
？
」

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　一般財団法人自治総合センターの宝くじ社会貢献広報
事業によるコミュニティ助成事業の助成を受けて風水害
活動用備品として、ゴムボート２艇、救命浮環10個、救
命胴衣20着を購入しました。
　この備品を活用し、地域防災のリーダーである消防団
の活動の幅を広げ、地域住民から積極的な協力を得るた
め、災害時には安心して避難していただけるよう訓練等
を重ねていきます。

歌志内市消防団
風水害活動用備品を購入

▲購入したゴムボート、救命浮環、救命胴衣
▲佐藤悠真さん
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新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

新型コロナワクチン接種証明書について
　ワクチン接種証明書は、12月20日からデジタル化されました。
　スマートフォン上の専用アプリから申請いただけるようになり（※）、スマートフォン上で二次元コー
ド付き接種証明書（電子版）が発行されます。
　紙によるワクチン接種証明書は、市役所の窓口等で申請いただけます。偽造防止の観点から、証明書
には二次元コードが搭載されます。
　※スマートフォン上での申請にあたり、マイナンバーカードによる本人確認が必要になります。専用
　　アプリのくわしい取得方法等は、デジタル庁のホームページをご覧ください。

●対  象  者　歌志内市の接種券を利用して接種を受け、電子申請が困難の方で、①または②に該当
　　　　　　する方
　　　　　　①新型コロナワクチン予防接種済証を紛失した方
　　　　　　②海外渡航の予定がある方
●申請方法　郵送または市役所保健福祉課窓口で受け付けます。
●交付方法　原則、郵送します。ただし、場合によって窓口で交付を行う
　　　　　　こともできますので、ご相談ください。
　　　　　　※交付には申請から数日間かかります
●申請時に必要な書類

海外用及び日本国内用日本国内用
①申請書（市役所窓口、市ホームページ）
②旅券等の渡航文書

①申請書（市役所窓口、市ホームページ）
②本人の確認書類（運転免許証、保険証等）

必携の書類
③返信用封筒（84円切手貼付、返信先住所記載）
　封筒サイズ　長形３号（120mm×235mm） ※不備があると郵送できません

④代理人による請求の場合は委任状
場合によって
必要な書類

ワクチン接種証明書とは
・日本国内用：日本国内での日常生活において、接種証明を求められた場合に提示するもの
・海外用及び日本国内用：各国の入国時をはじめ、現地での飲食店・施設の利用時等や、日本への
　入国・帰国時の防疫措置緩和等のため、接種証明書の提示を求められた場合に提示するもの
※接種済証がある場合は、国内用の接種証明書は必要ありません。

●問い合わせ・申請書送付先
　〒073-0492　歌志内市字本町５番地
　　　　　　　　歌志内市役所　保健福祉課保健介護グループ　　緯42-3213

紙による新型コロナウイルス感染症予防接種証明書の申請について

　
新
生
児
聴
覚
検
査
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
聴
覚
に
異
常
が
な
い
か
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

生
ま
れ
つ
き
、
両
側
の
耳
の
聞
こ

え
に
異
常
が
あ
る
お
子
さ
ん
は
千

人
に
１
人
か
ら
２
人
と
言
わ
れ
て

お
り
、
検
査
に
よ
り
聴
覚
の
異
常

を
早
期
に
発
見
し
適
切
な
治
療
を

行
う
こ
と
で
、
言
葉
の
発
達
へ
の

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
早
期
発
見
の
た
め
に
も
、
検
査

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
北
海
道
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://w

w
w
.p
re

f.h
o
kka
id
o
.lg
.jp
/h
f/km

s

/n
in
sh
in
/ke
n
sa
.h
tm
l

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
市
で
は
検
査
費
用
の

全
額
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
全
額

助
成
の
た
め
の
受
診
票
を
妊
娠
届

出
時
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
保
健
福

祉
部
子
ど
も
未
来
推
進
局
子
ど

も
子
育
て
支
援
課
（
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